
9月24日（土）に大和川市民ネットワークと連携して亀の瀬地すべりの見学会を開催しました。
事前に応募された一般の方々69名が参加され、亀の瀬地すべり歴史資料室や対策施設などをご覧いただくとともに、
柏原歴史資料館・石田学芸員による大和川の舟運をはじめ亀の瀬渓谷に関する歴史についての講演を聴いていた
だきました。

大和川市民ネットワーク×亀の瀬
亀の瀬地すべり見学＆亀の瀬渓谷観察を開催

流域広報レポート

見学会の様子

1 亀の瀬渓谷の景観を特徴づける岩場、かつては舟運の「荷場」があった 2 「荷場」の浜の守り神とし
て船人中※が奉納した石灯籠がある龍王社 3 地すべり見学で公開している排水トンネル入口前にて
説明 4 亀の瀬渓谷をバックに大和川の舟運の歴史などを説明する石田学芸員 5 ほとんどが地中
構造物である地すべり対策工の配置や深礎杭の施工方法などを資料室で説明 【以下の写真内容】
※船人中（ふなびとちゅう）：船問屋主のグループ
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【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 大和川河川事務所 調査課
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■見学者の声
・40年間、ずっと気になっていました。非常に勉強になりました。「縁の下の力持ち」とはまさにこのこと。こうい
うお仕事に敬意です。
・神戸市から来ました。神戸も後ろに六甲山があり、土砂くずれ、地すべりの多い地形で、大和川でこの様な
大きな事業をされ、成功されていること、技術の力におどろきました。
・鉄道トンネルや資料館、排水トンネル、集水井を見て、見た目ではわからない変化や取り組みを見ることが
できて、とても来て良かったと感じました。
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